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また関係各所に積極的に働きかけをした効果もあり、多く
の参加者からは「たいへん楽しい交流の機会となった」と
のコメントや「ビギナーで不安であったが、楽しく回れ参
加して良かった」などのコメントも寄せられた。関係理事
は、今後の SPORTEX の実施要領も含め更なる検討を加え、
多くの参加者が集い、楽しく友好を深められる機会として
バージョンアップを図っていくと語った。
   終わりに、ボランティアとしてプレー抜きで現場調整や
臨機の対応、受付や会計、成績集計などを担当していただ
いた上ノ谷、井上、大岩、村田の 4 名の理事、また毎回最
良の環境を提供していただいている多摩ヒルズゴルフコー
スの関係者の皆様に改めて感謝を申し上げたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 太田理事記 )

Volunteers

 JAAGA President Prize

Winner ！

  Booby Prize

 5AF Commander Prize

ADC Commander Prize

3rd

2nd
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※富岡 OB コメント
　「新田原基地での『米軍再
編に係る訓練移転』の共同
訓練は、嘉手納の第 18 航
空団及び岩国の第 12 海兵
航空群が展開して実施して
います。嘉手納の F-15 の
退役に伴う F-22 の暫定配
備、岩国の F-18 から F-35B
への換装、並びに本年度末
の新田原での F-35B 臨時飛
行隊の編成により、今後の
共同訓練では最新鋭戦闘機
同士、しかもステルス vs ス
テルスという興味深い共同
訓練が展開されるものと考
えられます。ワクワクです。」

【米宇宙コマンド主催の宇宙状況把握多国間演習】
　2024 年 2 月 5 日から 16 日の間、米国カリフォルニア
州ヴァンデンバーグ宇宙軍基地において、米宇宙コマンド
主催の宇宙状況把握多国間演習「グローバル・センチネル
2024 キャップストーン」が行われた。本演習には 25 か
国が参加し、日本からは宇宙作戦群の隊員 6 名が宇宙状
況把握における運用能力の向上及び多国間連携の強化を
図った。演習では、共通のシナリオとして示される様々な
宇宙事象に対し、多国間でリスクの案出、ミッションの方
針、観測データ及び解析結果共有等の協力により、脅威と
なる宇宙事象に連携して対処した。また、諸外国からの参
加者と意見交換を実施し、運用態勢や解析方法等について

の知見を得ると共
に、宇宙における
連携を強化する重
要性を相互に確認
し た。 本 演 習 は、
2014 年 に 開 始 さ
れた際には 7 か国

の参加であったが、年々規模を拡大し、今年は 25 か国約
250 名が参加した。航空自衛隊は 2016 年から参加し、今
回が６回目の参加となる。このような大規模な多国間演習
への参加を通じて築いた関係や得られた知見は重要な財産
となる。今後も宇宙作戦群は同盟国・同志国との連携を強
化し、宇宙空間の安定的利用に寄与していく。

航空宇宙群紹介コーナー 
Introduction of Space Operation Group  

米宇宙コマンド主催の宇宙状況把握多国間演習及び
ＡＦＡ ウォーフェア・シンポジウムへの参加について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　航空宇宙作戦群　3等空曹　玉井　千裕

作：富岡 OB
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米空軍将校 航空自衛隊勤務だより
Letter from USAF Officer Working in Koku-Jieitai  

第一術科学校
ウォード・マシュー大尉
 Capt Matthew W. Ward

　皆様、初めまして浜松基地第１術科学校のウォード・
マシュー大尉です。現在、交換幹部プログラムの整備幹
部要員として働いています。令和４年の８月から令和７
年の７月ごろまで勤務する予定です。日本の生活と自衛
隊での勤務両方を、貴重な経験と感じて日々楽しんでい
ます。
  私の職種は航空
機整備幹部です。
米空軍基地の航空
機、整備員、整備
用資材及び検査日
程 等 を 管 理 し ま
す。これまで様々
な機種に携わって
きました。戦闘機、
爆撃機、そして救難ヘリコプター部隊でも勤務しました。
私が軍に入隊した理由は２つあります。一つ目は、自分
の国に貢献したかったからです。そしてもう一つは、私
自身が人間としてより成長したいと思ったからです。
   現在、私には妻ともうすぐ１歳になる長男がいます。
妻とは、嘉手納基地で勤務していた時に知り合いました。
そして昨年、長男が誕生し幸せな毎日を送っています。
妻は日本人なので、ぜひ長男にはアメリカと日本両方の
国を好きになってもらい、日本とアメリカの関係がこれ
まで以上によくなることを願っています。また、今後も
日本での勤務を引き続き希望していますので、日本の文
化や日本語についてもたくさん勉強してほしいと思って
います。
   浜松基地での私の仕事は航空機整備幹部課程の学生に

対する教育です。教育
している内容は下記
のとおりです。

　 1 米空軍について　
　　　　 米空軍の整備に関す

る概要を教育します。
日米共同で訓練する
機会は増加しており、
緊密に連携するため

にもお互いを理解することは重要です。その理解に役立
つ内容を教育しています。
(1) 組織と階級
(2) 訓練制度
(3) 部隊派遣要領
(4) 航空機の飛行時間管理
(5) 現在の戦略と課題
2 整備に係わる英語
　目的は自然な英語が話せる
ようになることではありません。米空軍の会議や報告時
に必要となる基本的なコミュニケーションを教育してい
ます。特に、発音と重要な単語を教育しています。
(1) 海外訓練等における外国部隊との調整で必要な単語や
表現
(2) 航空機現況の英語による報告要領
3 特別な課目
　上記２つの教育に加えて、現在、新しい教育に取り組
んでいます。これらの教育は米空軍の整備幹部が習得し
ている知識の一つであり、組織としても重要視していま
す。米空軍の整備幹部に必要な知識をぜひ自衛隊にも付
与したいと考えています。
(1) クリティカルシンキング（批判的思考法）
(2) ＴＯＣ 理論（制約理論）
(3) 米空軍のリーダーシップ論
   空自は米空軍の制度や規則を参考にしてきた歴史があ
りますが、組織の規模が違うため、全ての方式を米空軍
と同じようにはできないと感じています。空自は、空自
の組織規模に適合させた結果としての現在の制度方式だ
と考えますし、対領空侵犯措置任務は空自の方が熟練し
て お り、
我々が学ぶ
べきだと思
います。
   私がここ
での勤務を
終えるまで
にやらなけ
ればならな
いことは、
1 空自と米空軍の協力関係を向上させる
2 米空軍と空自との調整役となる

Capt Ward`s family and St Claus

Military training experience

A lecture at Air Officer 
Candidate School

Photo shoot with his students 
at 1st Technical School
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3 米空軍が空自と共同任務をする際に貢献する
4 米空軍の代表として空自からの信頼感を得る
の４つです。残りの期間、これらの目標を達成するために、
勤務にまい進するとともに、余暇の時間も大切にしたいと
思います。家族と日本の文化や食事を楽しみ、まだ行った
ことのない日本の素晴らしい場所を訪れたいと思います。

航空自衛隊コーナー
From Koku-Jieitai  

「航空自衛隊創設70周年」
記念キャッチフレーズ及びロゴマークについて

〇キャッチフレーズ

『大空とその先へ』
説明：航空宇宙自衛隊への進化及び爽やかでチャレンジ精
神旺盛な航空自衛隊のイメージを連想させるシンプルで親
しみやすいフレーズで構成。「大空」は、人類が空に思い
描く、夢、希望といった好意的なイメージを強く印象付け、

「その先へ」により引き続き挑戦を続けていく意思を表現
した。
   さらに、フレーズ全体を俯瞰すれば宇宙領域の暗喩と
なっており、我々、航空自衛隊の任務領域の拡大に対する
決意を示している。

〇ロゴマーク
   航空自衛隊が守る新領域の「宇宙」を背景とし、線は、
サイバー及び電磁波、各装備品との連結性を表現。その一
つに 60 周年以降に装備化された装備品 F-35 を描き、こ
の 10 年の航空自衛隊の進化を表現した。また、右上に伸
びる線は、航空自衛隊がこの 10 年、国緊、在外邦人の輸
送等各方面、各国で活躍していることを表現し、日本及び
世界の平和に向けての連携を意図した。地図上の点は、空
幕、総隊、支援集団、教育集団、開発集団、大臣直轄、補
本を、また防衛力の根本的強化の七つの分野を表現。日本
地図は航空自衛隊が守る国民を表すとともに、航空作戦の
中核となる航空方面隊司令部所在地に四つの点を配置し
て、国民に寄り添い、我が国の空を守る決意を表現した。
文字部分については、70 の文字の中で、「7」は航空自衛

隊の編成及び防衛力の根本的強化の七つの分野を表し、「0」
は任務領域が宇宙へ拡大する様子を地球と地球を取り囲む
衛星、月、星空で表現した。70 の右側の四つの点は、空（大
きな点）と三つの新領域（宇宙、サイバー、電磁波）を表
現。航空自衛隊の表記は、防衛交流等で認知度が向上して
いる「KOKU JIEITAI」にすることにより、航空自衛隊のス
マートさを印象付けることを意図している。
　　　　　　　　　　　（航空自衛隊ホームページより）

木蓮

作：宇山　OB

  LOGO of KOKU-JIEITAI  
 70th Anniversary
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１　「JAAGA だより」 の変遷

　筆者は、　２００６年 （平成１８年度） から２０１１年 （平成２３年度）

までの５年間にわたり、 広報理事として 「JAAGA だより」 の編

集を担当しました。

　その間に編集した 「JAAGA だより」 は、第２９号 （２００６．７．２８

発行） から第４１号 （２０１１．７．２８発行） までとなります。

　当初は、 ７月末と 11 月末に発行しておりましたが、 各種行事

をタイムリーに寄稿することを勘案し、 第３６号から６月末と１２月

末に発行することになりました。 また、「JAAGA だより」 のカラー

化については、 経費が掛かり予算の制約もあることから、 総会

の後の号のみ、 表紙裏表と最終紙裏表だけをカラーにしました。

なお、 その後の編集者各位のご尽力により、 第４６号から全面カ

ラー化になっており、大変見応えのある 「JAAGA だより」 になっ

ていて頼もしい限りです。

２　編集作業等

　広報理事になった当初、 特別な事務所もなかったことから、

原稿校正は、 防衛省厚生棟の喫茶店で行なっていました。 先

輩方の厳しい指導を受けながら、 原稿を赤鉛筆で修正していっ

たのを覚えています。 つばさ会の事務所が出来てからは、 その

片隅を借り、 肩身を狭くしながら校正作業を行なっていました。

今思えばバカみたい話ですが、 随分苦労したのだなと振り返っ

ています。 校正を終えたあとは、 防衛弘済会担当者にご尽力

をいただき、 最終的な手直し、 そして、 印刷への運びとなりま

した。 この間、 何度となく、 防衛弘済会担当者と調整しました。

なお、 JAAGA 創立１５周年において、 防衛弘済会がその功績

が認められ表彰されましたが、当時、大変嬉しく思った次第です。

印刷を終えた 「JAAGA だより」 は、 防衛弘済会からグランドヒ

ル （GH） 市ヶ谷における理事会の終了後に部屋に持ち込まれ、

会長以下理事全員で、 封筒詰めの作業を行ないました。

　封筒詰めした後の 「JAAGA だより」 は、 GH 市ヶ谷から借り

た手押しトロッコに乗せ、 GH 市ヶ谷から路上を経由して宅急便

屋さんまで運びました。 この宅急便屋さんは、以前から 「JAAGA

だより」 の発行業務を長期間にわたり請け負って頂きましたが、

担当者が変わった時に、 発行部数が多く請け負えないと断わら

れました。 しかしながら、 他の業者が近隣にないことから、 バー

コードシール貼りは我々がやるから何とか請負って頂きたいと執

拗にお願いし、 ようやく請負った頂くことができました。

その内に、 近隣に他の業者が見つかり、 GH 市ヶ谷まで取りに

来ていただけることになって、 大いに安心した次第です。

３　当時の 「JAAGA だより」 の白黒写真の原板

　当時担当していた 「JAAGA だより」 は、ほとんどが白黒でしたが、

その原版となるカラー写真をたまたま所持していましたので、 そ

の一部をここに掲載します （キャプションは、 当時のままです）。

国旗、 室内装飾、 奥様方の服装、 軍人の出で立ち等、 カラー

でしか味わえないものもあり、 現在の 「JAAGA だより」 のような

カラー版が編集されていることは、 そういった観点からも本当に

良かったと思っている次第です。

  当時の 「JAAGA だより」 につきましては、JAAGA ホームペー

ジの 「JAAGA20 年の歩み」 欄の 「JAAGA だより」 を参照頂

きますようよろしくお願いします。

                                            JAAGA 正会員　源外志明

                                                （元 JAAGA 広報理事）

 YOKOTA Air Force Ball
「JAAGA DAYORI No.30
（2006.7.25）」

YOKOTA Open House
「JAAGA DAYORI No.30

(2006.7.25）」

 YOKOTA Open House
「JAAGA DAYORI No.40
（2011.6.23）」

 YOKOTA NEW Year ’s 
Party「JAAGA DAYORI 
No.31（2007.3.29）」

「JAAGA だより」今昔物語
JAAGA DAYORI tales of the past and the present  
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米空軍コーナー　
From 5th Air Force  

Air Force leaders focus on ACE during Kadena visit

https://www.5af.pacaf.af.mil/News/Article-Display/Article/3740813/air-force-leaders-focus-on-ace-during-kadena-visit/

　フランク・ケンドール（Secretary of the Air Force, 
Frank Kendall）空軍長官、デービッド・オールヴィ
ン（Chief of Staff of the Air Force,Gen David Allvin）
空軍参謀総長、デービッド・フロシ（Chief Master 
Sergeant of the Air Force David Flosi）空軍最先任上級
曹長は 4 月 6 日、嘉手納基地を訪れ、チーム嘉手納の
ユニークな能力と大国間競争に向けた再最適化の取り
組みを視察した。
　「航空優勢、空中給油、空中警戒管制、捜索救難、

特殊作戦。チーム嘉手納はそのすべてをこなしている。
嘉手納チームが同盟国やパートナーとともに、地域の
安全保障を確保するためにどのように決定的な航空戦
力を投射しているのか、直接聞くことができて感激し
た。」
  今回の訪問は、嘉手納がインフラを近代化し、現在

および将来の ACE（Agile Combat Employment：迅速
機敏な戦闘展開）をこの地域で効果的に実施するため
に、即戦力となる
隊員の育成に注力
しなければならな
い時期に行われた。
   嘉手納基地は太

平洋の要として、
日本の防衛と自由
で開かれたインド太平洋を確保するための極めて重要
な基地である。嘉手納基地に滞在中、上級指導者たち
は基地の重要課題
について議論し、
飛行隊レベルの
ACE 演習「ショー
グン・シールド」
を視察し、チーム
嘉手納のメンバー
の優れたパフォーマンスを評価した。
  さらに、オールヴィンとフロシは全隊員に、可能な

限りの準備と能力を身につけるよう呼びかけた。
   「今こそ、私たちは自由になり、前進し、リードし

ていかなければならない。「将来の戦いにおいて、空
軍と宇宙軍にはより多くのことが要求されるだろう。
   フロシはさらに、ペース配分の課題についてこう続

けた。「中国は、我々のハードウエアやテクノロジー
を恐れていない。フロシは言った。「彼らは我々の隊
員を恐れている。 ACE と即応性に焦点を当てることよ
り、主要指導者たちは、安定と同盟国およびパートナー
の安全に対するあらゆる脅威に適応するための革新性
と創造性の重要性を強調した。インド太平洋地域にお
ける軍事近代化は、国防総省の最優先課題である。今
回の訪問では、基地の多様な任務と進化する能力を紹
介するとともに、現在および将来の任務の要求に応え
るための近代的なインフラの必要性を強調した。
  嘉手納基地の継続的な近代化努力は、即戦力となる

隊員を原動力としており、いつでもどこでも脅威と正
面から向き合う米国の決意を示す紛れもない例となっ
ている。　　　　　　　　　　　　　（浅井理事仮訳）
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Raptors arrive to the Keystone of the Pacific

https://www.5af.pacaf.af.mil/News/Article-Display/Article/3740811/raptors-arrive-to-the-keystone-of-the-pacific/

  第 199 戦闘飛行隊及び第
19 戦 闘 飛 行 隊 の F-22A が
2024 年 3 月 28 日嘉手納基
地に到着した。太平洋の要
に配備されている間、第 19
戦闘飛行隊と第 19 戦闘飛
行隊のラプターは、嘉手納
基地に増派され駐留する重
装備機、偵察機、第 4 世代
戦闘機、第 5 世代戦闘機と
連携し、この地域における
継続的かつ安定した戦闘機
能力を確保する。（浅井理事仮訳）

   JAAGA 名誉会員であるマルチネス元在日米軍司令官兼第
5 空軍司令官（Lt Gen (Ret.) Jerry P. Martinez, Former U. S. 
Forces Japan, and Fifth Air Force Commander）は、自身
がナビゲーターを務めるドキュメンタリー「DEFENDING 
JAPAN Season2」（ヒストリーチャンネル）ジャパンプレ
ミアの為令和 6 年 2 月 23 日から 28 日の 間、急遽来日した。
   「DEFENDING JAPAN」全 7 話（ヒストリーチャンネル）は、
2018 年に公開された今日の日本が直面する新たな脅威と
国家安全保障の実情に、アメリカの視点から迫るという、
全く新しい国防ドキュメンタリーとして製作され、アマゾ
ン、Hulu 等でも視聴することができる作品で、全世界に
向けて配信されている。なんとハリウッドでもドキュメン
タリー部門で上映されたというから驚きの作品である。非
常に好評を博したことから 2023 年に Season 2 が製作さ
れ始めており、企画、撮影ともに現在進行中となっている。
  今回、平田英俊顧問に引き続き武藤茂樹副理事長に本作
品への出演依頼が来たことから、来日の多忙な中、旧交を
温めることになった。2 月 27 日ホテルニューサンノー（東
京都港区南麻布）で行われた撮影の冒頭、にこやかな笑顔
で迎えてくれたマルチネス退役中将と武藤副理事長は、さ
ながら現役時代に戻ったように打ち解けた対談となった。
撮影は順調に進み、その後に行われたレセプションでも終
始和やかな雰囲気の中、懇談は進み、最後にマルチネス中
将の日本愛にあふれたスピーチで締めくくられた。

   武藤副理事長からは、丸茂会長に代わって歓迎の意が述
べられたことに続き、マルチネス退役中将からは、会長を
はじめとした JAAGA メンバーに対する感謝の言葉、在任
中の日本での思い出、本作品に込めた思い、来日して日本
で再発見したことなどが述べられ、米国、特に自宅のある
ラスベガスに是非ともお越しいただきたいとの歓迎の意が
表せられた。
  これまでの JAAGA 名誉会員の活動とはちょっと違ってい
るものの、エンターテイメントの世界で日本を後押しして
くれているマルチネス退役中将が、今後とも日米両国の親
善の懸け橋としてご活躍されることを期待している。
                                                              　（川波理事記）

↑ Lt Gen (Ret.) Muto and 

Lt Gen (Ret.) Martinez

→ “DEFENDING JAPAN S2”

マルティネス名誉会員来日 
Martinez, the honorary member of JAAGA, come to Japan
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 令和 6 年 1 月 20 日（土）18 時から米軍横田基地と
基地周辺自治体の友好団体である 7 クラブとの合同新
年会が 4 年ぶりに横田基地内下士官クラブにおいて催
され、JAAGA からは前原理事長、川口理事、村田理事、
朝倉理事が参加した。

      
 
          
    
             
  
 

    

日米両国の国旗入場と両国国歌の独唱に続いて、7
クラブ（あきる野、福生、羽村、武蔵村山、青梅、昭島、

瑞穂）を代表して年度幹事のあきる野・横田交流クラ
ブ会長の天野正明様の御挨拶により開会された。

 最初に米空軍横田基地司令の第 374 空輸航空団
司令官アンドリュー L. ラダン大佐（Col Andrew L. 
Roddan）より元旦に発生した能登半島地震による被
災者と昨年末オスプレイ事故による殉職者への哀悼の
辞と長年にわたり異文化を理解し友好な関係を築いて
くれた７つの友好クラブへの感謝の言葉が述べられ
た。続いて来賓代表挨拶として、あきる野市長の中嶋
博幸様より 4 年ぶりに新年会を催すことができること
への感謝のお言葉があった。その後盛大に鏡開きがあ
り歓談に入り、舞台ではオールドアメリカン・ファン
を魅了する Square Dance パフォーマンスが花を添え
た。最後に７クラブ独特の「７本手締め 7th Closing 
Handclaps」により新年会は閉会となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（朝倉理事記）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和 5 年 12 月 16 日（土）嘉手納基地内ロッカー

NCO クラブにおいて、第１８航空団司令官ニコラス・
エヴァンス大佐 (Col Nicholas Evans) 夫妻主催による
ウィンターソーシャルが開催され、JAAGA 沖縄支部丸
野支部長夫妻及び相原事務局長が出席した。

 懇親会には、南西航空方面隊司令官谷嶋空将夫妻、
第９航空団司令鈴木空将補の他、外務省沖縄事務所宮
川大使、沖縄防衛局伊藤局長、桑江沖縄市長、當山嘉
手納町長、渡久地北谷町長等の周辺自治体関係者と共
に、地元企業各社代表者等多数の関係者が参加した。

 在沖米軍関係者は、第３海兵遠征軍司令官ジェーム
ス・ビアマン中将 (Lt Gen James W. Bierman Jr.)、在
日米軍沖縄調整事務所長ジン・パーク陸軍大佐 (Col 
Jin Park、沖縄艦隊活動司令官パトリック・ジーカン
大佐 (Capt Patrick Dziekan)、第１海兵航空団司令官エ
リック・オースティン少将 (Maj Gen Eric E. Austin)、
米海兵太平洋基地司令ス
テフィン・リズウスキー
少 将 (Maj Gen Stephen E. 
Liszewski) が出席した。そ
の他第１８航空団最先任上
級曹長夫妻や隷下各群司令
官等が参加するなか、空自
からは南西航空方面隊准曹
士先任上原准尉、第９航空
団准曹士先任屋嘉比准尉が
参加し、華やいだウィン

 “TEJIME”, Closing ceremony of the 7 club 

在日米空軍 / 5 空軍　横田基地

USFJ / 5th AF at Yokota AB in Jan.20 '24

ホリデーレセプションに参加 
JAAGA members participate in A Holiday Reception  

第 18 航空団　嘉手納基地

18th Wing at Kadena AB in Dec.16 '23

Col Evans and his wife and 

Maruno branch manager and 

his wife

(from left) Director Murata, Mr Masaaki Amano,
Chief Director Maehara, 

Director Kawaguchi and Asakura
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ターソーシャル
を満喫していた。
司令官挨拶でエ
ヴァンス大佐は、
日本語を交え日
米の友好を深め
ると共に大変有
意義な交流が出
来たことを大変嬉しく思われ、参加者全人に対して感
謝の言葉を贈られた。参加者は、NCO クラブ提供の大
変豪華な各種フードに大いに舌鼓を打つとともに、華
やかに飾られたクリスマスツリーをバックに記念撮影
に興じ、一足早いクリスマス気分を味わいウィンター
ソーシャルを楽しんでいた。       (相原沖縄事務局長記）

 令 和 5 年
11 月 18 日

（土曜日）午
後 1 時 か ら
横田基地内将
校クラブにお
い て 第 374
空輸航空団司
令 官　 ア ン
ドリュー　L.　

ラダン大佐（Col Andrew L. Roddan）夫妻主催による
ホリデー・ソーシャルが開催された。ドレスコードは、
フェスティブ／スマートカジュアルと指定され、各参
加者は楽しい午後
のひと時を過ごし
た。 ご 招 待 に よ り
JAAGA か ら 前 原 理
事長、菊田、福永、
村 田、 朝 倉 理 事 が
参加させて頂いた。

 主催者挨拶として
ラ ダ ン 大 佐 は「 こ
の大切なホリデー
シーズンに皆様を
お迎えできますことを大変光栄に思います。ホリデー
は私たちの人生を共に過ごす友人や家族と祝うための
期間です。この大切な時間は一体感、寛容さ、感謝を
通じて私たちに団結力をもたらしてくれます。」と挨
拶された。今年も特別ゲストとして基地内のバレエ教
室に通う小さなプリマたちが迎えられ、かわいいくる
み割り人形の演技がホリデー・ソーシャルに花を添え
た。ラダン大佐はプリマ一人ひとりに赤い花を手渡し
素敵なダンスに感謝を述べられた。  

 基地周辺地域の市長、市議会議長をはじめ多くの招
待者と基地関係者とのパーティ形式での再会を通じ
て、地域の皆様との交流が日米間の強固な団結ために
は重要であることを実感した。                （朝倉理事記）

第 374 空輸航空団　横田基地

374th AW at Yokota AB in Nov.18 '23

   Winter social with great success

氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所

徳重　勇一 埼玉県越谷市 西谷　浩一 東京都西東京市 上境　賢己 千葉県柏市

有松　勝行 東京都府中市 高橋　秀雄 埼玉県入間市 中田　祥史 東京都文京区

個人賛助会員（12 名）

 Commemorative photo with Col Radan  
 and his wife

           Small cute ballerinas

法人名 住　所 代表者 法人名 住　所 代表者

株式会社フジワラ 愛知県北名古屋市 松島　雄一郎 藤倉航装株式会社 東京都品川区 長井　弘

法人賛助会員（2 社）

吉川かおり 兵庫県芦屋市 濱田　光江 福岡県福岡市 遠山　和行 千葉県千葉市

古賀　京子 福岡県久留米市 奥岡　久幸 兵庫県西宮市 池田　幸浩 埼玉県秩父市
多賀谷   通 福岡県飯塚市 三縄さほり 神奈川県横浜市 出口　雅敏 神奈川県鎌倉市

中田　智子 東京都新宿区 佐々木 敏子 埼玉県加須市 遠藤　由美 埼玉県上尾市

正会員（8 名）

新入会員紹介 
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職　名　 氏　名　　　　（青：新任　緑：役職変更）

会　長 丸茂吉成

副会長 前原弘昭、荒木淳一、井筒俊司

監　事 小野賀三、深澤英一郎

理　事

理 事 長 武藤茂樹

副理事長 増子  豊

企画 山田真史、増子  豊（兼）、上ノ谷  寛、引田  淳、菊田  哲

総務 深瀬尚久、井上浩秀、三谷直人、長田国男、山倉幸也（兼）、金古真一、荒木哲哉、
島津貴治、西谷浩一、高橋秀雄

渉外 川口泰志郎、藤田信之、村田圭史、朝倉譲、岩崎仁彦、川波清明

会員 今瀬信之、西村弘文、山倉幸也、野澤隆一

広報 浅井玲、池田五十二、太田徹、菅原政弘

財務 平元和哉、大岩卓弥、宮本裕徳、上境賢己

支部役員
支部長 池添孝史（三沢） 丸野礼治（沖縄）

支部事務局長 山本親男（三沢） 相原弘介（沖縄）

職  名 氏　名 職  名 氏　名 職  名 氏　名

  副会長
福江広明、上田智元、
小野賀三

  監  事 内山隆弘、山本祐一 理  事
 大浦弘容、荒木文博、  福永充史、  吉川礼史、　
 竹内由則（物故）

 ♦これまでの多大なるご貢献に会員一同感謝致します！

令和 6 年度 JAAGA 役員 

JAAGA 退任役員 
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  日 米 エ ア フ ォ ー ス 友 好 協 会（JAAGA） は、 お 蔭 様 で 令 和 5 年 7 月 で 創 立 27 周 年 を 迎 え ま す。 
日米同盟の深化進展に伴い、日米両軍の絆はより強固なものに発展してまいりました。「JAAGA だより」も、
JAAGA 活動の広報と空自、米空軍のサポーターとしての役割を、より一層充実発展させていきたいと考えて
います。
　ご愛読の皆様（会員に限らず現役隊員の皆様）からの投稿は大歓迎です。また、皆様の忌憚のないご意見
やご感想も是非お寄せいただきたくお待ちしています。
　 【連絡先】    （郵便）      〒 160-0002　東京都新宿区四谷坂町 9 番 7 号　
　　    　　　  　　　　　　　 ZEEKS 四谷坂町ビル 3F
　　　　　　   　　　　　　　日米エアフォース友好協会　広報係
　    　　　　（メール）   jaagaKH222@outlook.jp

投稿募集のご案内

    
　
　日頃から JAAGA 設立の趣旨に賛同され当会の活動にご協力いただき、ありがとうございます。三沢基地、
横田基地、嘉手納基地の研修に参加された賛助会員の皆様には、当方から所感文の寄稿をお願いし、研修の
意義のみならず JAAGA の多様性をも噛みしめられるような味わい深い所感を頂戴しているところです。
　このような寄稿に加えて、法人、団体、個人の賛助会員の皆様からの投稿も、幅広く募集しております。
　テーマは自由、1 件につき JAAGA だより 1 ページ以内程度（400 ～ 2,000 字程度）、写真、図表等を含め
ていただいても結構です。細部要領等は広報係からご連絡いたします。
　JAAGA 入会に至った経緯、企業・団体の概要、個人の活動等の概要、JAAGA に対する要望、航空自衛隊・
米空軍に対する貢献活動等、日米現役隊員に対する期待・激励等、思うところを自由にお書きください。
　賛助会員の皆様の積極的な投稿を、お待ちしています！

【法人会員の皆様】31 社
株式会社 IHI、株式会社 IHI エアロスペース、株式会社石橋オフィスサポート、伊藤忠商事株式会社、株式
会社エクシオテック、沖電気工業株式会社、川崎重工業株式会社、株式会社シー・キューブド・アイ・シス
テムズ、株式会社 SUBARU、住友商事株式会社、双信商事株式会社、双日株式会社、東京航空計器株式会社、
東芝インフラシステムズ株式会社、日本電気株式会社、日本飛行機株式会社、ノースロップ・グラマン・ジャ
パン、富士通株式会社、藤倉航装株式会社、株式会社フジワラ、渕上建設工業株式会社、Boeing Japan　株
式会社、丸一土地建物株式会社、丸紅エアロスペース株式会社、三菱重工業株式会社、三菱商事株式会社、
三菱商事マシナリ株式会社、三菱電機株式会社、三菱プレシジョン株式会社、株式会社武蔵富装、ロッキー
ド マーティン　グローバル　インコーポレーテッド

【団体賛助会員の皆様】２団体
ハイフライト友の会、三沢市防衛協会

【個人賛助会員の皆様】108 名

賛助会員の皆様へ

　
　
　日米現役の皆さんを応援する「JAAGA だより」を更に多様性に富んだ充実したものにするために、会員の
皆様の投稿を募集しています。投稿頂いた方には記念として、「JAAGA グッズ」（男性にはタイピン、女性に
はピンブローチ）を謹呈させていただきます。
　　　　　　　　　　　　JAAGA 広報係

JAAGA グッズの紹介
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○ 今期は、関係各位のご努力で、新たに正会員 8 名、個人賛助会員 12 名、法人賛助会員 2 社の合計 22 名（社）  
     の入会を得ることができました。
○ 令和 6 年 5 月 1 日現在、正会員数 258 名、個人賛助会員数 108 名、団体賛助会員数 2 団体、法人賛助会 　
　 員数 31 社となっております。
○ 今後とも、会員の皆様の勧誘、推薦、情報提供に関するご協力、ご支援を是非とも宜しくお願い致します。
    なお、本会への入会につきましては、次のとおりです。
    推薦、若しくは、情報提供を頂いた方には直接会員担当理事から連絡させていただきます。
　　【入会資格】
　　正   会   員  ： 航空自衛隊の OB
　　賛 助 会 員  ： 航空自衛隊の OB 以外の方。正会員 3 名の推薦が必要です。
　　【連絡先】
　　郵  便  　    ：〒 160-0002
　　　　　　　 　　東京都新宿区四谷坂町 9-7　ZEEKS 四谷坂町ビル 3F　
　　　　　　　　 　　　　　日米エアフォース友好協会　会員係
　　メール 　　 ：membership@jaaga.jp

◇編集作業（編集長）◇初めて編集長となって今次６６号の編纂
を主導しました。途中、編集パソコンの故障により新規パソコン
購入もありドタバタしましたが、やっと入稿できて感慨ひとしお
でした。◇年々混とんとしていく世界情勢にあって、自国防衛に
ついて深く考えさせられていますが、各記事に触れていくにした
がって日米同盟の大切さを確信しています。◇日本刀返還の「キ
セキ」に続編があったとは驚きでした！前回の日本刀返還に携
わった者として大変嬉しく、改めて「念ずれば花開く」の詩文
を思い出しました。“ 祈るだけではなく、一生懸命努力すればい
つか道は開ける ” ということをモチベーションにして編集頑張っ
ていきます！◇最後に広報理事でだより編集にも携わった竹内理
事が急逝され広報理事一同衝撃を受けておりますが、故人のご冥
福を祈るとともに、広報理事一同故人生前の献身的な理事活動に
倣って邁進してまいります。今後もご支援よろしくお願いします。

◆新型コロナウイルスが感染法上の 5 類に移行して 1 年たちました。巷は活気を取り戻し、インバウンドで溢れ、少
し違う日常が戻ってきました。この間も変わらず JAAGA だよりを発行し続けられたことへの感謝とほんの少しの誇
りを感じるこの頃です。（A）
◆『「JAAGA だより」今昔物語』には感激しました！当時の苦労に初めて触れ先人が切り拓いた道を現在歩んでいる
ことを再認識しました。更に開拓していく所存です！（I）
◆航空自衛隊は 70 周年を迎え、いよいよ「航空宇宙自衛隊」へ進化することに…　「見上げて美しさに感動する」宇
宙空間が、「働く場」になるとは感慨もひとしおです。（O）
◆都内や観光地などで見かける外国人観光客が増えていますが、折を見て話しかけると大抵喜んでレスポンスしてく
れます。日本のイメージ向上のチャンスかもしれませんね。（S)
編集担当（広報理事）：浅井玲、池田五十二、太田徹、菅原政弘
JAAGA だよりは、ホームページからもご覧いただけます（創刊号から第 49 号までは「20 年の歩み」に掲載）。

（JAAGA ホームページ： http://www.jaaga.jp/）

会員募集

編集後記

作：山本康正 OB


